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【目的】

アメリカンフットボールの日本における立ち

位置は決して高いものではない。国内の最高峰リ

ーグである、社会人リーグ X リーグですら、毎試

合の平均観客数は１０００人前後（開催場所、対

戦カードによってかなりの差が出る）である。こ

れは、関東アメリカンフットボールリーグ１部の

平均観客数（これも対戦カードによってかなりの

差が出る）とそこまで大差のない数字である。そ

のようなアメリカンフットボールの環境の中で、

長く続く経済的不況と相まって、社会人チームの

運営も年々厳しさを増していっているのが現状

である。１９９０年に実業団チームのリーグと東

西の社会人クラブチームのリーグが統合されて、

今でいうところの X リーグが誕生したが、２０１

０年までの２０年間で多くのチームが合併し、廃

部していった。その結果、２０１０年の X1 所属

チームのうち、クラブチームが１５チームで、実

業団チームはわずか３チームにまで減ってしま

った。もちろん実業団チームだけが煽りを受けて

いるわけではない。各クラブチームもスポンサー

企業の経営状態によって、負担しなければならな

い金額が増えている。クラブチームが存続するた

めにすべきことを提案したい。

【方法】

第 1 章では他リーグとのスポンサー企業の総資産

比較をした。第 2 章では、クラブチームの成功例

として、J リーグの発足からその後の取り組みを

参考する。第３章では、X リーグの中でも、強豪

クラブチームとして毎年優勝争いを演じており、

運営的に現状では存続の危機に瀕していないオ

ービックシーガルズを例にチーム関係者のイン

タビューを通してアメリカンフットボールクラ

ブチームのあり方を考えていきたい。さらにそこ

から、第４章として前身のオンワードオークスが

消滅してしまい現在の相模原ライズと名称を変

えて、再び X１の舞台に戻ろうとしているその取

り組みの比較も行う。クラブチームの成功例とし

て、J リーグの発足からその後も参考として見て

いく

【結果】

他のリーグと比較してもXリーグをスポンサード

している企業は大手企業も多いことが分かる。こ

れには、アメリカンフットボールの性質上、企業

がアメリカンフットボールに抱くイメージが大

きく関わっているようである。それでもスポンサ

ー企業がいつ撤退するかもわからない状況で、オ

ービックシーガルズなどのクラブチームは地域

に根差した活動は今後も展開していくようであ

る。今後 X リーグと J リーグでは展開が違うもの

の、J リーグの考え方を X リーグも当てはめて諸

問題を解決していくことができるようだ。

【考察】

日本において、長らく続いている不況の中で、企

業自体にスポーツチームを所有することに対し

て、疑問を持つ声が昔に比べて大きくなってしま

っているのは、仕方のないことである。しかし、

現在のアメリカンフットボール界のというより

はXリーグのシステム上、クラブチームが大きく、

しっかりとしたメインスポンサーを持たずにチ

ームを存続させて、強くしていくのはかなり困難

なようである。まずクラブチームはスポンサード

してもらえる企業に対して、アメリカンフットボ

ールのチームを支援することで、どのようなメリ

ットがその企業に対してあるのかをアピールし

ていかなくてはならない。それはチーム自体が強

くなり、メディアへの露出が増えることだけでな

く、地道な道のりではあるが地域に根差したチー

ム作りも必要となってくるようである。その活動

は引いてはアメリカンフットボールの日本での

普及にもつながり、企業へ還元できるものも増え

ていく要因となるようである。


